
加
藤
鉱
一
議
員
は
除
雪

対
策
で
、
特
に
雪
捨
て
場

確
保
に
つ
い
て
、「
市
が
民

間
の
空
き
や
農
地
な
ど
の

提
供
を
依
頼
し
、
住
民
間

の
協
力
の
調
整
が
図
れ
な

い
か
」
と
求
め
ま
し
た
。

小
林
貢
建
設
部
長
は
、

「
雪
捨
て
場
確
保
の
問
題

は
十
分
に
認
識
し
て
い
る
。

青
森
市
の
例
で
は
、
町

内
会
が
主
体
と
な
り
雪
寄

せ
場
を
設
置
し
、
か
な
り

の
実
績
を
上
げ
て
い
る
。

本
市
で
も
、
雪
寄
せ
場

は
町
内
会
が
主
体
で
管
理

運
営
、
市
は
町
内
会
と
の

協
議
に
基
づ
き
支
援
を
お

こ
な
っ
て
い
く
」
と
答
え

ま
し
た
。

さ
ら
に
、「
今
年
度
、
市

有
地
に
お
い
て
市
が
管
理

し
て
い
る
開
発
緑
地
の
利

用
を
、
第
４
学
区
で
『
市

民
雪
寄
せ
場
モ
デ
ル
事
業
』

を
立
ち
上
げ
、
第
３
学
区

で
は
日
吉
町
公
園
の
雪
寄

せ
場
利
用
を
試
行
し
て
い

き
た
い
。

将
来
は
民
有
地
の
活
用

を
視
野
に
入
れ
て
検
討
し

て
い
き
た
い
」
と
答
え
ま

し
た
。

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

加
藤
鉱
一
議
員
は
、
高

齢
者
の
出
入
り
口
除
雪
に

つ
い
て
、「
高
齢
者
の
屋
根

の
雪
下
ろ
し
に
は
支
援
が

あ
る
が
、
玄
関
先
に
置
か

れ
た
雪
の
処
理
や
宅
地
内

の
除
雪
に
は
支
援
が
な
い
。

旧
藤
島
町
で
は
除
雪
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
施
策
が
あ
っ

た
。老

人
世
帯
の
出
入
口
除

雪
を
地
域
住
民
の
協
力
で

解
決
し
て
い
く
よ
う
、
町

内
会
を
通
じ
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
に
除
雪
１
回
５

０
０
円
・
１
日
千
円
の
補

助
を
実
施
し
て
き
た
。

し
か
し
、
合
併
後
の
平

成

年
度
に
廃
止
さ
れ
た
。

18市
の
新
た
な
対
策
は
考

え
ら
れ
な
い
か
」
と
質
し

ま
し
た
。

課
題
が
残
っ
た

今
野
和
恵
健
康
福
祉
部

長
は
、「
地
域
住
民
に
よ
る

助
け
合
い
、
支
え
合
い
に

よ
る
取
り
組
み
を
お
願
い

し
、
そ
の
支
援
を
お
こ
な

っ
て
い
る
。

現
在
そ
の
体
制
づ
く
り

の
一
つ
と
し
て
、
地
域
除

雪
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
支
援
事

業
に
よ
る
小
型
除
雪
機
の

設
置
、
除
雪
機
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
養
成
、
担
い
手
体

制
づ
く
り
へ
の
支
援
を
実

施
し
て
い
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
と
連

携
し
各
地
域
で
お
こ
な
わ

れ
て
い
る
除
雪
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
紹
介
、
作
業
可
能

な
事
業
所
の
紹
介
な
ど
情

報
提
供
を
お
こ
な
っ
て
い

る
」
と
答
え
ま
し
た
。

旧
藤
島
町
の
除
雪
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
事
業
に
つ
い
て

は
、「
平
成

年
度
か
ら
５

14

年
間
実
施
さ
れ
、
除
雪
支

援
体
制
の
形
成
な
ど
一
定

の
効
果
が
あ
っ
た
が
、
一

方
で
、
除
雪
者
個
人
に
助

成
金
を
支
給
し
た
と
こ
ろ

が
多
く
、
高
齢
者
と
支
援

者
で『
除
雪
が
不
十
分
』『
除

雪
作
業
労
賃
と
し
て
は
不

足
』
な
ど
の
不
満
の
声
も

あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
へ
の
支
援
と
し
て
課
題

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い

る
」
と
答
え
ま
し
た
。

中
町
町
内
会
の
事
例

さ
ら
に
、
藤
島
地
域
の

中
町
町
内
会
の
事
例
を
紹

介
し
、「
町
内
会
が
１
世
帯

に
１
世
帯
と
い
う
支
援
関

係
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
、

過
度
な
負
担
と
な
ら
な
い

よ
う
、
除
雪
範
囲
を
道
路

か
ら
玄
関
ま
で
人
が
歩
け

る
程
度
に
限
定
し
、
自
宅

の
除
雪
に
合
わ
せ
て
朝
１

難
病
対
策
に
つ
い
て
、

「

歳
代
の
男
性
が
６
月

70
に
突
然
、
筋
肉
が
動
か
な

く
な
る
難
病
の
筋
萎
縮
性

側
索
硬
化
症
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
）

と
診
断
さ
れ
症
状
が
悪
化
、

病
院
に
入
院
後
、
７
月
に

は
家
業
を
閉
じ
て
自
宅
で

療
養
生
活
を
し
て
い
る
。

看
護
す
る
妻
も

時
間

24

気
の
休
ま
る
い
と
ま
が
な

い
生
活
を
強
い
ら
れ
、
経

済
的
、
精
神
的
負
担
に
悩

ん
で
い
る
。

難
病
対
策
は
県
の
事
業

だ
が
、
市
内
の
患
者
の
実

態
を
ど
う
把
握
し
て
い
る

か
」
と
質
問
し
ま
し
た
。

７
４
３
人
に
助
成

健
康
福
祉
部
長
は
、「
第

一
義
的
に
は
効
果
的
な
治

療
方
法
の
開
発
と
医
療
の

質
の
向
上
、
安
定
的
な
医

療
費
助
成
の
仕
組
み
の
構

築
が
あ
る
。

さ
ら
に
患
者
を
支
援
し

て
い
く
た
め
の
市
民
の
理

解
促
進
と
社
会
参
加
の
た

め
の
施
策
が
必
要
だ
。

し
か
し
、
治
療
研
究
の

た
め
の
医
療
が
中
心
で
あ

り
、
県
で
は
特
定
疾
患
治

療
研
究
事
業
と
し
て
の
医

療
費
助
成
制
度
に
基
づ
く

患
者
数
は
把
握
し
て
い
る

も
の
の
、
全
体
的
な
難
病

対
策
に
つ
い
て
は
国
レ
ベ

ル
に
な
っ
て
い
る
」
と
答

え
ま
し
た
。

本
市
の
患
者
数
に
つ
い

て
は
、「
県
に
よ
る
と
、
本

市
で
医
療
費
助
成
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
患
者
数
は

７
４
３
人
で
、

の
特
定

56

疾
患
の
う
ち
患
者
数
の
多

い
の
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、

潰
瘍
性
大
腸
炎
、
全
身
性

エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
と
な

っ
て
い
る
。

本
市
で
は
難
病
と
い
う

括
り
で
統
計
的
な
全
体
像

を
と
ら
え
て
い
な
い
の
が

現
状
だ
。

し
か
し
難
病
に
伴
う
状

態
に
従
っ
て
介
護
保
険
や

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど

に
よ
る
支
援
、
医
療
費
に

つ
い
て
も
特
別
障
害
者
医

療
の
適
用
に
よ
り
負
担
の

軽
減
が
図
ら
れ
て
い
る
」

と
答
え
ま
し
た
。

加
藤
議
員
が
厚
労
省
に

よ
る
難
病
の
医
療
費
助
成

制
度
見
直
し
案
で
患
者
負

担
が
増
え
る
問
題
を
取
り

上
げ
た
の
に
対
し
、「
見
直

し
が
市
民
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
は
注
視
し
て
い
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鶴
岡
市
議
会

月
定
例
会
一
般
質
問
で
５
日
、

12

加
藤
鉱
一
議
員
は
、
①
雪
捨
て
場
確
保
と
高
齢
者

に
思
い
や
り
の
あ
る
雪
対
策
、
②
難
病
対
策
に
つ

い
て
質
問
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

緑
地
や
公
園
の
雪
寄
せ
場
利
用
を
試
行

回
実
施
す
る
と
し
て
い
る
。

支
援
が
必
要
な
世
帯
か

ら
は
、
支
援
者
が
過
度
な

義
務
感
を
抱
か
な
い
程
度

と
し
て
１
シ
ー
ズ
ン
３
千

円
の
負
担
を
お
願
い
し
て

い
る
。

今
シ
ー
ズ
ン
も
す
で
に

実
施
に
向
け
た
会
議
を
終

え
、

世
帯
に
支
援
を
お

13

こ
な
う
予
定
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
地
域
に
あ
っ

た
体
制
づ
く
り
に
努
め
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。

難
病
対
策
は
県
の
事
業
だ
が
市
は
ど
う
把
握

く
」
と
答
え
ま
し
た
。



鶴
岡
市
議
会

月
定
例

12

会
の
総
務
常
任
委
員
会
が

日
開
か
れ
、
加
藤
鉱
一

10委
員
は
「
庄
内
交
通
の
補

助
金
の
過
大
受
給
」
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

市
の
補
正
予
算
で
は
、

交
通
輸
送
対
策
事
業
と
し

て
「
生
活
交
通
バ
ス
路
線

の
維
持
確
保
に
対
す
る
助

成
」
９
８
６
万
８
千
円
が

追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

事
務
処
理
ミ
ス

こ
と
の
発
端
は
、
昨
年

の
会
計
検
査
院
の
調
査
で
、

宮
崎
県
や
島
根
県
の
バ
ス

会
社
が
国
・
県
の
バ
ス
対

策
補
助
金
を
過
大
に
受
給

し
て
い
た
こ
と
が
発
覚
。

庄
内
交
通
が
独
自
に
確

認
し
た
結
果
、
事
務
処
理

ミ
ス
に
よ
り
過
大
交
付
が

判
明
し
、
昨
年

月
に
国

12

（
東
北
運
輸
局
）
へ
自
主

申
告
し
た
こ
と
で
す
。

事
務
処
理
ミ
ス
は
、
平

成

年
か
ら

年
の
５
年

19

23

間
、
補
助
対
象
外
の
鶴
岡

市
ス
ク
ー
ル
バ
ス
事
業
の

収
益
を
誤
っ
て
加
算
し
て

い
た
と
の
こ
と
で
、
こ
の

間
、
８
路
線
で
生
徒
の
通

学
パ
ス
に
よ
る
路
線
バ
ス

利
用
が
順
次
ス
ク
ー
ル
バ

ス
へ
移
行
し
、
路
線
バ
ス

か
ら
外
れ
て
い
ま
し
た
。

国
の
生
活
交
通
路
線
維

持
費
補
助
金
（
２
０
０
１

（
平
成

）
年
～
）
は
、

13

市
町
村
を
ま
た
が
る
広
域

的
・
基
幹
的
路
線
バ
ス
の

赤
字
を
国
と
県
が
半
額
づ

つ
補
助
す
る
制
度
で
、
路

線
ご
と
の
補
助
で
す
。

補
助
要
件
は
、
①
１
日

あ
た
り
の
輸
送
量
が

～
15

１
５
０
人
で
あ
る
こ
と
、

②
経
常
収
益
／
経
常
費
用

（
収
支
比
率
）
が

／
11

20

以
上
の
路
線
で
あ
る
こ
と
。

過
大
受
給
と
な
っ
た
対

象
路
線
は
、
５
年
間
の
累

計
で
述
べ

路
線
４
億
４

39

８
０
０
万
円
（
国
・
県
２

分
の
１
づ
つ
）。

そ
の
う
ち
補
助
要
件
①

を
満
た
さ
な
い
路
線
は
28

路
線
で
２
億
９
２
０
０
万

円
、
同
②
を
満
た
さ
な
い

路
線
は

路
線
で
１
億
５

11

６
０
０
万
円
で
す
。

県
と
市
町
で
差
額
補
助

経
過
説
明
で
、
補
助
要

件
①
の
ミ
ス
は
救
済
で
き

る
制
度
は
な
く
、
２
億
９

２
０
０
万
円
は
会
社
が
国

・
県
に
返
還
す
る
。

②
は
県
・
市
町
村
が
差

額
補
助
す
る
こ
と
で
収
支

比
率

／

に
達
す
る
場

11

20

合
は
補
助
要
件
を
満
た
す

と
の
こ
と
で
、
１
億
５
６

０
０
万
円
は
返
還
不
要
と

な
る
と
の
こ
と
。

県
と
関
係
４
市
町
が
協

議
を
お
こ
な
い
、
②
に
つ

い
て
は
差
額
補
助
を
す
る

こ
と
で
合
意
し
た
と
の
こ

と
で
す
。

差
額
補
助
の
総
額
は
３

４
１
９
万
９
千
円
で
、
う

ち
県
が
１
１
０
０
万
円
、

市
町
が
２
３
１
９
万
９
千

円
（
鶴
岡
市
１
１
８
３
万

９
千
円
、
酒
田
市
７
９
８

万
７
千
円
、
庄
内
町
２
千

円
、
三
川
町
３
３
７
万
１

千
円
）。

８
年
前
に
県
議
会
で
も

加
藤
鉱
一
委
員
は
、「
県

議
会
の
平
成

年
６
月
議

17

会
で
、
笹
山
一
夫
県
議
が
、

国
の
補
助
制
度
が
変
わ
っ

た
平
成

年
分
の
バ
ス
会

13

社
の
補
助
金
返
還
の
問
題

を
取
り
上
げ
、
県
の
土
木

部
長
は
、

年
度
以
降
は

14

バ
ス
事
業
者
に
補
助
要
綱

を
説
明
し
運
用
し
て
い
る

と
答
え
て
い
る
。
そ
の
後

の
補
助
申
請
に
誤
り
が
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
は
ず
」

と
質
し
ま
し
た
。

答
弁
で
は
、
市
と
し
て

会
社
の
国
補
助
申
請
書
類

を
確
認
す
る
手
段
を
持
た

な
い
こ
と
、
市
内
の
地
方

路
線
バ
ス
の
多
く
は
赤
字

で
、
県
と
関
係
市
町
で
地

域
交
通
の
維
持
確
保
を
図

る
た
め
協
議
を
重
ね
た
こ

と
、
今
後
人
口
減
少
の
も

と
で
国
の
補
助
要
件
の
緩

和
を
求
め
て
い
く
こ
と
な

ど
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

渉
」
の
原
則
を
守
り
な
が

ら
、
中
国
政
治
体
制
の
将

来
の
問
題
、
「
反
日

デ
モ
問
題
」
や
「
チ

ベ
ッ
ト
問
題
」、
尖

閣
諸
島
問
題
な
ど
を

中
国
共
産
党
指
導
部

に
節
々
で
直
接
か
つ
率
直

に
伝
え
て
き
た
。

１
９
９
８
年
訪
中
し
た

不
破
委
員
長(

当
時)

は
、

胡
錦
濤
政
治
局
常
務
委
員

(

当
時
、
後
国
家
主
席)

と

の
会
談
で
、「
言
論
に
よ
る

体
制
批
判
は
禁
止
す
る
こ

と
な
く
、
言
論
で
対
応
す

る
と
い
う
政
治
制
度
へ
の

発
展
を
展
望
す
る
こ
と
が

重
要
」
と
提
起
。

ま
た
昨
年
９
月
志
位
委

員
長
は
、
程
中
日
大
使
と

会
談
、
尖
閣
諸
島
の
日
本

領
有
権
の
正
当
性
を
主
張
、

冷
静
で
理
性
的
な
外
交
交

渉
に
よ
る
問
題
解
決
を
強

調
し
、
さ
ら
に
「
物
理
的

な
対
応
の
強
化
、
軍
事
的

対
応
論
は
、
日
中
緊
張
の

激
化
を
起
こ
し
、
冷
静
な

外
交
的
解
決
に
逆
行
す
る
」

と
自
制
を
求
め
た
。

ま
だ
良
い
結
果
は
出
て

い
な
い
が
、
１
９
６
６
年

中
国
文
化
革
命
以
後
、
永

遠
の
断
絶
か
と
い
わ
れ
た

日
中
両
党
関
係
が
１
９
９

８
年
３
２
年
ぶ
り
に
回
復

し
、
こ
の
よ
う
な
会
談
が

行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
関

係
を
踏
ま
え
中
国
共
産
党

の
良
識
に
期
待
し
た
い
も

の
で
あ
る
。

う
ち
に
幕
に
し
た
い
の
だ
。

▼
デ
モ
を
テ
ロ
と
呼
ん
で

削
除
し
た
石
破
の
ブ
ロ
グ

に
こ
う
い
う
一
節
が
あ
っ

た
。
曰
く
、
主
義
主
張
を

い
わ

実
現
し
た
け
れ
ば
、
民
主

主
義
に
従
っ
て
理
解
者
を

１
人
で
も
増
や
し
支
持
を

広
げ
る
べ
き
、
と
い
う
。

▼
し
か
し
彼
に
民
主
主
義

を
語
る
資
格
が
あ
る
の
か

と
い
い
た
い
。
１
人
で
も

多
く
と
支
持
を
広
げ
て
当

選
し
て
き
た
国
会
議
員
を

オ
ド
シ
て
公
約
を
破
ら
せ

た
の
が
自
民
党
幹
事
長
の

彼
な
の
だ
か
ら
だ
。

▼
こ
こ
に
ど
ん
な
民
主
主

義
が
あ
る
っ
て
い
う
の
？
。

権
力
と
オ
ド
シ
で
自
分
の

思
う
よ
う
に
す
る
こ
と
に

自
由
と
民
主
が
あ
る
の
か
。

あ
る
の
は
自
分
だ
け
が
良

い
と
い
う
民
主
主
義
と
ヤ

ラ
で
は
な
い
の
か
。
加
え

て
言
え
ば
、
今
国
会
で
や

っ
て
い
る
こ
と
は
断
じ
て

民
主
主
義
で
は
な
い
。

▼
ワ
ー
バ
リ
イ
ー
ナ
ハ
民

主
主
義
で
は
ネ
ー
ゼ
。
自

由
て
も
民
主
て
も
使
っ
て

ワ
リ
ー
。（
石
川
）

「
ま
る
ご
と
！
日
本
共
産
党
」

―
中
国
に
率
直
に
問
題
提
起

②

―
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
を
読
ん
で

青
山

崇

秘
密
保
護
法
を
強
行

法
律
を
創
り
上
げ
る
段

階
で
国
民
の
意
見
を
聞
く

公
聴
会
と
い
う
も
の
を
開

く
。
民
主
的
手
続
だ
。
し

か
し
、
衆
議
院
が
福
島
で

開
い
た
そ
れ
で
は
７
人
が

意
見
を
述
べ
た
が
、
賛
成

と
言
っ
た
人
は
１
人
も
い

な
か
っ
た
。
で
も
強
行
採

決
で
こ
れ
を
通
し
た
。

▼
参
院
に
至
っ
て
は
公
聴

会
の
前
日
に
場
所
と
時
間

を
決
め
て
開
い
た
。
い
つ

ど
こ
で
開
く
か
を
事
前
に

国
民
に
明
ら
か
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
手
続
き
が

こ
れ
だ
ゼ
。
こ
れ
が
自
由

民
主
党
の
い
う
民
主
的
な

や
り
方
だ
。

▼
国
民
の
大
部
分
が
疑
問

を
持
っ
た
り
反
対
し
て
い

る
か
ら
時
間
を
か
け
る
べ

き
だ
と
い
う
の
を
、
参
院

で
も
強
行
採
決
し
た
。

▼
数
で
は
絶
対
の
与
党
。

強
行
採
決
の
必
要
は
全
く

な
い
の
だ
が
、
国
民
に
は

知
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
本

当
の
モ
ノ
が
露
呈
し
な
い

庄
内
交
通
が
補
助
金
を
過
大
受
給

県
と
市
町
で
一
部
穴
埋
め
議
会
総
務
常
任
委

前
記
の
分
析
を
も
と
に
、

こ
れ
ま
で
も
「
内
政
不
干
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